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11月は男女共同参画推進月間です
性別によるアンコンシャス・バイアスに気づこう

　～多様性を認め合う社会へ～
　アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）により、性別で任せる仕事や役割を決めつけて
いませんか？
　アンコンシャス・バイアスは誰にでもあって自然に培われていくため、アンコンシャス・バイ
アスそのものが悪いわけではありません。しかし、アンコンシャス・バイアスに気づかずにいる
と、そこから生まれた言動が、時に相手を傷つけたり、キャリアに影響を及ぼしたり、自分自身
の可能性を狭めてしまうなど、様々な影響があるため注意が必要です。自らの持つアンコンシャ
ス・バイアスに気づいて適切に行動することが、誰もが自分らしく生きられる男女共同参画社会
を実現するための第一歩です。「普通は○○だ」「女性・男性はこうあるべきだ」という意識を少
しずつ変えていく努力が今、求められています。

　固定的な性別役割分担意識や
性差に関する偏見を解消するた
め、男女双方の意識改革をして
いきましょう。※内閣府「令和３年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイア

　ス）調査」より作成

男女共同参画推進事業　　我が家のお昼ごはん　～ 夏休み編 ～
小学生が我が家のお昼ご飯を紹介してくれました
　男女共同参画推進事業ファミリークッキング「我が家のお昼ごはん
～夏休み編～」を開催したところ、６人の小学生から応募がありまし
たので、その一部を掲載します。
　小

こばやし

林優
ゆ づ き

月さんは、「カレイの煮物・しいたけステーキ・豚汁」を紹介し、
自分一人でカレイの煮物が焦げ付かないように工夫して料理したこと
を紹介しました。
　また、山

やま

田
だ

凪
なぎ

さんは、母と２人の兄と一緒に作った「栄養たっぷり
のキーマカレー＆休日限定ブルーハワイ」を紹介し、「野菜をたくさ
ん切れて楽しかった。ママいつもご飯を作ってくれてありがとう」と
母に感謝の気持ちを伝えました。
　このほかの応募ご飯は、右のＱＲコードから、ま
たは市ＨＰから「我が家のお昼ご飯」で検索してく
ださい。

女性には女性らしい感
性があるものだ
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性別役割意識

デートや食事のお金は
男性が負担すべきだ

男性は仕事をして家計
を支えるべきだ

女性（％） 男性（％）

市民協働課　☎43−2114　　 43−1960

　上：「カレイの煮物・しいたけステーキ・豚汁」
　下：「栄養たっぷりのキーマカレー＆
　　　 休日限定ブルーハワイ」
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下妻デザインミーティング 2021vol.2
を開催

 都市整備課　  45−8128　  43−2945

岩本講師の話を聞く参加者

まちづくり

                                                     「SHIMOTSU
MA DESIGN MEETING 2021 vol.２」を砂沼広域公
園内の観桜苑で開催しました。今回は「砂沼周辺を歩
き、魅力や資源を再発見し、実現したい下妻ライフを
提案する」をテーマとしました。講師には、国土交通
省のミズベリングプロジェクトのディレクターを務め
る岩

い わ も と

本唯
た だ

史
し

氏を招き、今年６月に策定した「下妻市公
民連携まちづくり構想（砂沼戦略）」の実現を目標に、
市内外の40人の参加者が３つのチームに分かれて水
辺のまちづくりや砂沼の新しい利用法についての考察
を深めました。
　夕方からの各チームのプレゼンテーションの際には、

「砂沼北側に人が集えるような土地の有効利用」「今あ
るものを最大限生かし、クリエーターやエンジニアの
移住・二拠点居住を促す」「人を振り向かせるには相手
が魅力に感じるまちにしなくてはならない」などの意
見が出ていました。

郷土の偉人の足跡を学ぶ

　本市黒駒地区出身の飯村丈三郎（1853～1927年）
は、茨城県の近代化、発展に貢献し、水戸鉄道の開
業、銀行や新聞社の再建、学校創立、文化振興、県
議会議長や衆議院議員を務め、幅広い分野で活躍し
ました。また、岡倉天心ら芸術家への支援などにも
尽力しました。このシンポジウムは、飯村丈三郎が
社長を務めた茨城新聞が主催で、同新聞の創刊130
周年記念の事業の一つとして開催されました。
　千代川公民館を会場としたこのシンポジウムでは、
茨城地方史研究会会長の久

く

信
し

田
だ

喜
き

一
い ち

氏と共に３人の
パネリストによるトークセッションが行われ、参加
者は郷土の偉人が茨城に与えた功績を学びました。

飯村丈三郎顕彰シンポジウムを開催 10月３日
下妻プロジェクト・下妻二高生の取組み

高校生によるまちづくり研究 10月27日

　茨城県立下妻第二高等学校では、「総合的な探究の
時間」として、課題に対して分析・考察を行い自分
の考えを発信するという取組みに力を入れています。
　今回は、下妻市がより暮らしやすい街、遊びに行
きたいと思う街になるためにはどうしたらいいのか、
ということをテーマに、高校生の疑問を課題として
取り上げ、高校生の目線から発案された市の魅力度
アップの提案内容について研究を進めます。
　10月27日には、市職員から市が抱える課題や推進
する事業についての講義を受け、まちづくりで大切
なこと、子どもの貧困問題、道路整備についてなど、
活発な意見交換がされました。今後、来年１月の学
内での発表に向けて学習が進められていきます。

トークセッション中のパネリストの皆さん市職員の講義を聞く二高生

プレゼンテーションする参加者

　10月９日、７月17日の第１回に引き続き




